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進
む
か
文
理
融
合
　

「
文
系
」
「
理
系
」
の
歴
史
・
現
在
・
未
来

 

「
文
系
」「
理
系
」
と
い
う
二
分
類
は
、
進
路
選
択

の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
に
つ
き
ま
と
う
。
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は
「
文

系
管
理
職
な
の
に
○
○
で
き
る
俺
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
も
。
こ
の
「
文
系
な
の
に
」
と
い
う
表
現
の
裏
側

に
は
、
文
系
・
理
系
と
い
う
二
分
類
が
当
た
り
前
で

あ
る
こ
と
、
両
者
に
能
力
や
得
意
・
不
得
意
の
差
異

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
常
識
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

「
文
系
だ
か
ら
」「
理
系
だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
は
、

あ
る
種
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
認
知
さ
れ
て

も
お
り
、
あ
た
か
も
社
会
が
こ
の
二
つ
の
世
界
に
分

断
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
世
界
に
異
な
る
ル
ー
ル
や
考
え
方
が
あ
り
、

互
い
の
世
界
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
、

と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
「
文
系
」「
理
系
」
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
、
歴
史
、
現
状
そ
し
て
今
後
の
新
し
い
潮
流

を
見
て
い
き
た
い
。

　
◆
文
系
・
理
系　

世
界
の
歴
史
・
日
本
の
特
徴

　

現
在
、伝
統
的
な
学
問
領
域
と
し
て
は
、理
系
「
自

然
科
学
」、
文
系
「
人
文
・
社
会
科
学
」
と
大
き
く

果
を
出
せ
る
理
系
の
力
が
必
要
だ
っ
た
。

　

実
際
に
、
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
文
系
出
身

者
と
理
系
出
身
者
の
平
均
年
収
の
比
較
調
査
が
あ
る
。

「
日
本
家
計
パ
ネ
ル
調
査
（
Ｊ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
）」
デ
ー
タ
を

利
用
し
た
、
文
系
出
身
者
と
理
系
出
身
者
と
の
所
得

は
、
文
系
出
身
者
の
平
均
値
が
５
５
９
・
02
万
円
で
、

理
系
出
身
者
は
６
０
０
・
99
万
円
（
い
ず
れ
も
男
性
・

平
均
年
齢
46
歳
）。
し
か
し
、
調
査
は
２
０
１
１
年

と
古
い
（
※
１
）。
こ
れ
以
外
に
、
い
く
つ
か
の
民

間
調
査
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
理
系
出
身
者
の
ほ
う

が
高
収
入
と
い
う
デ
ー
タ
が
多
い
。

　

文
系
・
理
系
の
日
本
の
事
情
は
、
学
位
取
得
者
の

国
際
比
較
を
し
て
も
、
顕
著
な
違
い
と
し
て
み
て
と

れ
る
。
図
１
の
学
士
号
取
得
者
数
（
人
口
１
０
０
万

人
当
た
り
）
で
は
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
と
も
人
文

社
会
系
が
多
い
。
一
方
、
図
２
の
修
士
号
取
得
者
数

で
は
、
日
本
以
外
の
国
は
人
文
社
会
系
も
多
い
が
、

日
本
は
極
端
に
減
っ
て
し
ま
う
（
そ
も
そ
も
の
取
得

者
数
が
２
０
２
０
年
度
で
、
英
国
５
４
５
９
人
、
ド

イ
ツ
２
６
８
９
人
、
米
国
２
６
１
３
人
に
対
し
、
日

本
は
５
７
９
人
と
少
な
い
数
値
で
あ
る
こ
と
に
ま
ず

目
が
行
っ
て
し
ま
う
が
）。

◆
理
系
＝
男
性
、
文
系
＝
女
性
？

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
最
下
位
の
女
性
理
工
系
人
材

　

理
系
・
文
系
と
対
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
、

男
性
＝
理
系
、
女
性
＝
文
系
と
い
う
図
式
。
22
年
の

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
で
、
男
女
で
数
学
の
点
数
に
有
意
な

差
は
な
い
と
い
う
結
果
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
の
理

工
系
人
材
は
育
成
が
遅
れ
、経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ

二
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
問
の
分
化
は
、
ル
ネ
サ

ン
ス
以
降
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
古
代
文
献
研

究
か
ら
始
ま
る
歴
史
学
な
ど
の
人
文
科
学
が
、
ホ
ッ

ブ
ス
や
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
の
政
治
学
、
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
経
済
思
想
、
そ
し
て
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ガ
リ

レ
オ
が
自
然
科
学
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
で
活

躍
し
、
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
学
問
の
分
化

が
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

学
問
領
域
と
し
て
、
文
系
・
理
系
の
区
分
が
あ
る

の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
が
、
中
学
・
高
校
の
進

路
か
ら
就
職
ま
で
、
き
わ
め
て
鮮
明
に
両
者
が
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
日
本
特
有
の
文
化
か

も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
し
た
の

だ
ろ
う
。

　

社
会
学
者
で
、
元
東
京
大
学
副
学
長
の
吉
見
俊
哉

氏
は
、
学
問
領
域
で
は
、
文
系
は
価
値
創
造
型
、
理

系
は
目
的
遂
行
型
と
分
け
、
理
系
学
問
は
目
的
が
明

ら
か
な
社
会
に
お
い
て
「
短
期
的
に
役
に
立
つ
」
の

に
対
し
、
文
系
学
問
は
目
的
や
価
値
観
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、「
長
期
的
に
役
に
立
つ
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
復
興
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
へ
追

い
つ
き
追
い
越
せ
と
い
う
目
的
が
明
確
で
、
科
学
技

術
を
軸
に
据
え
た
発
展
が
求
め
ら
れ
た
。
す
ぐ
に
結

◆
文
系
・
理
系
、
世
界
の
歴
史
・
日
本
の
特
徴

◆
理
系
＝
男
性
、
文
系
＝
女
性
？

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
最
下
位
の
女
性
理
工
系
人
材

※１　2011年独立行政法人経済産業研究所の「理系出身者と文系出身者の年収比較―
ＪＨＰＳデータに基づく分析結果―」より
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と
約
２
倍
に
増
え
て
い
る
。

　

で
は
、
分
野
ご
と
に
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
文
系
。「
人
文
科
学
系
」
は
約
60
％
か
ら

70
％
の
間
で
推
移
し
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

「
社
会
科
学
系
」
は
８
・
３
％
か
ら
37
・
１
％
と
４
・

５
倍
増
。

　

一
方
の
理
系
。「
工
学
系
」
は
22
年
も
16
・
３
％

と
先
に
み
た
よ
う
に
小
さ
な
数
字
だ
が
、
１
９
８
１

年
は
２
・
２
％
で
、
実
に
７
・
４
倍
に
な
っ
て
い
る
。

「
農
学
系
」
は
13
・
８
％
か
ら
47
・
２
％
と
半
数
に

迫
る
勢
い
。「
理
学
系
」
は
18
・
２
％
か
ら
28
・
９
％

と
１
・
５
倍
増
。
ま
だ
全
体
と
し
て
の
割
合
は
小
さ

い
が
、
確
実
に
理
系
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
自
然
科
学
分
野
で
は
ト
ッ
プ
が
ス
ロ
バ

キ
ア
65
％
、
２
位
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
63
％
。
日
本
に
次

ぐ
最
下
位
か
ら
２
番
目
の
ベ
ル
ギ
ー
は
40
％
な
の
で
、

日
本
が
大
き
く
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。
情
報
分
野
で
は
ギ
リ
シ
ャ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

が
と
も
に
30
％
、
工
学
分
野
は
１
位
が
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
39
％
、
２
位
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
36
％
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
「
男
女
で
著
し
い
差
が
生
じ
て
い
る
。

女
性
に
理
工
系
分
野
に
進
む
夢
を
与
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

図
３
は
、
１
９
８
１
年
～
２
０
２
２
年
ま
で
の
大

学
学
部
・
全
入
学
者
数
に
占
め
る
女
性
入
学
者
数
の

割
合
を
示
し
て
い
る
。
全
入
学
者
数
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
81
年
で
は
23
・
２
％
、
22
年
に
は
46
・
１
％

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
で
最
下
位
と
い
う
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

　

19
年
の
調
査
だ
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
大
学
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
に
入
学
し
た
学
生
の
う
ち
、
自
然
科

学
、
技
術
、
工
学
、
数
学
分
野
に
占
め
る
女
性
の

割
合
を
加
盟
国
別
に
ま
と
め
た
。「
自
然
科
学
・
数

学
・
統
計
」
の
自
然
科
学
分
野
、
情
報
分
野
、「
工

学
・
製
造
・
建
築
」
の
工
学
分
野
の
３
分
野
に
分
け

て
比
較
。
加
盟
国
の
平
均
は
そ
れ
ぞ
れ
52
％
、
20
％
、

26
％
だ
っ
た
が
、
日
本
は
自
然
科
学
分
野
が
27
％
と

平
均
の
約
５
割
、
工
学
分
野
が
16
％
と
平
均
の
約
６

割
。
こ
の
２
分
野
で
、
36
か
国
中
最
低
（
情
報
分
野

に
つ
い
て
は
「
特
化
し
た
デ
ー
タ
は
な
い
」
と
な
っ

て
い
る
）。

人口 100 万人当たりの学士号取得者数図１

人口 100 万人当たりの修士号取得者数　図２

大学学部の全入学者数に占める女性の割合図３

（図1、図2とも、〈出典〉文部科学省　科学技術・学術政策研
究所、科学技術指標2023、調査資料 -328，2023年 8月）

（〈出典〉文部科学省　科学技術・学術政策研究所、科学技術指
標2023を基に、教育総研が作成）
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◆
女
子
枠

　

理
工
系
の
女
性
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

課
題
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
、
検
討
さ
れ
て

き
た
。
内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
局
は
「
男
性
も
女

性
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社
会
」
を
目
標

に
掲
げ
、
２
０
０
５
年
か
ら
、
理
工
系
分
野
の
進
路

情
報
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
支
援
策
「
リ

コ
チ
ャ
レ（
理
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
）」を
実
施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
大
学
入
試
で
は
「
女
子
枠
」
を
設

け
る
大
学
が
15
大
学
に
上
っ
た
。
少
子
化
の
影
響
で

今
ま
で
の
よ
う
な
男
女
比
率
で
は
学
生
が
確
保
で
き

な
い
と
い
う
大
学
側
の
思
惑
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
学

問
の
多
様
性
を
担
保
す
る
と
い
う
面
が
大
き
い
。
理

工
系
分
野
に
も
、
既
存
の
概
念
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
進
展
目
覚
ま
し

い
Ａ
Ｉ
技
術
を
見
れ
ば
明
ら
か
。

　

さ
て
、
こ
の
取
組
、
受
験
生
は
賛
成
多
数
で
は
あ

る
が
、
や
は
り
、
不
公
平
だ
と
い
う
不
満
も
あ
り
、

反
対
意
見
も
あ
る
。さ
す
が
に
一
般
入
試
と
し
て「
女

子
枠
」
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
す
べ
て
「
学
校

推
薦
」
か
「
総
合
型
選
抜
」
と
な
っ
て
い
る
。

◆
文
理
融
合
と
い
う
方
向
性

　

理
工
系
に
「
女
子
枠
」
と
い
う
施
策
が
あ
る
一
方
、

文
系
・
理
系
と
い
う
枠
を
外
そ
う
と
い
う
方
向
性
も

出
て
き
た
。
東
京
大
学
が
27
年
か
ら
文
理
融
合
の
５

年
制
の
新
課
程
を
設
置
す
る
と
い
う
報
道
は
か
な
り

の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
。

　

文
理
横
断
や
文
理
融
合
教
育
の
推
進
と
い
う
方
向

性
は
、
文
部
科
学
省
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

数
学
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
考
え
が
文
系
で
く
く

ら
れ
て
き
た
学
部
内
で
も
必
要
性
を
迫
ら
れ
、
大
学

入
試
の
試
験
科
目
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

早
稲
田
大
学
の
政
治
経
済
学
部
で
は
、
21
年
か
ら

数
学
を
必
修
と
し
た
（
特
に
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済

学
で
は
微
分
・
積
分
の
ほ
か
、
統
計
学
や
線
形
代
数

な
ど
の
数
学
の
知
識
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
）。

　

東
京
外
国
語
大
学
で
は
、
23
年
か
ら
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
で
数
学
二
科
目
を
必
修
と
し
た
。
語
学
研

究
に
お
い
て
も
、
文
章
を
定
量
的
に
捉
え
た
り
す
る

手
法
や
数
学
的
な
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
（
こ
の
措
置
で
前
期
の
志
願
者
数
は
前
年

比
74
％
に
な
っ
た
）。

　

一
方
、
理
工
系
の
入
試
に
目
を
移
す
と
、
24
年
の

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
で
、
村
上
春
樹
の
書
い
た

紀
行
文
の
英
訳
が
出
題
。「
世
の
中
に
は
故
郷
に
た

え
ず
引
き
戻
さ
れ
る
人
も
い
る
し
、
逆
に
そ
こ
に
は

も
う
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
感
じ
続
け
る
人
も
い

る
」
と
い
う
一
文
だ
が
、
そ
の
前
後
を
き
ち
ん
と
読

み
解
き
、
適
切
な
英
文
に
す
る
と
い
う
問
題
だ
っ
た

（
村
上
春
樹
『
辺
境
・
近
境
』
か
ら
）。

◆
文
理
融
合
学
部
の
創
設
相
次
ぐ

　

先
に
挙
げ
た
東
京
大
学
の
文
理
融
合
以
外
に
も
、

文
理
融
合
を
掲
げ
る
新
し
い
学
部
を
創
設
す
る
大
学

が
増
え
て
き
て
い
る
。

・�

滋
賀
大
学　

２
０
１
７
年　

日
本
初
の
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部

・�

九
州
大
学　

２
０
１
８
年　

共
創
学
部
（
約
半
世

紀
ぶ
り
の
新
学
部
）

・
東
海
大
学　

２
０
２
２
年　

文
理
融
合
学
部

・
中
央
大
学　

２
０
２
３
年　

国
際
情
報
学
部

・�

一
橋
大
学　

２
０
２
３
年　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

・�

静
岡
大
学　

２
０
２
３
年　

グ
ロ
ー
バ
ル
共
創
科

学
部

・�

お
茶
の
水
女
子
大
学　

２
０
２
４
年　

共
創
工
学

部
　

今
後
も
、
こ
う
し
た
動
き
は
加
速
し
て
い
く
と
み

ら
れ
る
。

　

単
な
る
研
究
対
象
で
は
な
く
、
解
決
す
べ
き
課
題

か
ら
考
え
て
い
く
と
い
う
視
点
や
、
得
意
・
不
得
意

よ
り
、
好
き
を
優
先
す
る
と
い
う
考
え
方
な
ど
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
選
択
が
可
能
な
、
よ
い
機
会
と
捉
え
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

文
系
・
理
系
で
は
な
い
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
中
か

ら
見
え
な
い
未
来
を
創
造
し
て
い
く
、
新
し
い
力
が

育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

◆
文
理
融
合
学
部
の
創
設
相
次
ぐ

◆
女
子
枠

◆
文
理
融
合
と
い
う
方
向
性


